
プレス資料 

 

○「新型コロナウイルス感染症拡大の影響に関する緊急アンケート」

（4/30～5/14実施：第１次集計速報）について 

〇医科・歯科一般医療機関の日常診療維持に関する要望について 

 

  

当会では、４月末から５月中旬にかけて、「新型コロナウイルス感染症拡大の影響に

関する緊急アンケート」を全国で実施しました。 

現在第 1次集計中ですが、新型コロナ感染症が拡大している下で、医科・歯科ともに

患者の受診動向に変化が生じ、一般医療機関の日常診療機能の維持、経営に大きな影響

が及んでいる実態が明らかになっています。 

こうした問題についてアンケートの結果（速報）をご紹介するとともに、医科・歯科

医療機関の要望について、ご紹介いたします。 

 

日時   ２０２０年５月２５日（月）１３時～  

会場   厚生労働記者会 会見室 

出席者  全国保険団体連合会 会長   住江憲勇 

                   歯科代表 宇佐美 宏  

                   副会長  森元主税 

         東京保険医協会会長 会長   須田昭夫 

                   副会長  吉田 章 

 
【この件についての連絡先】  

全国保険医団体連合会（保団連）  

  担当事務局・工藤（mituteru@doc-net.or.jp） 

TEL０３－３３７５－５１２１（代） 

FAX０３－３３７５－１８６２ 

     



保団連「新型コロナウイルス感染症拡大の影響に関する緊急アンケート」 

第１次集計「速報」について 

 

2020年５月 25日 

全国保険医団体連合会 

 

 全国保険医団体連合会では、４月 30 日から各地の保険医協会・医会を通じて、会員医療

機関を対象に、「新型コロナウイルス感染症拡大の影響に関する緊急アンケート」を実施し

ました。 

 今回の速報は、５月 14日までに寄せられた回答を第１次集約分（約 5600件）とし、その

一部（約 3600 件）を集計したものです。回収率等、第１次集約分の確報は６月初旬に公表

する予定です。 

   

「患者数」 およそ３割の医療機関で 30％以上減少  

速報値では、４月の診療実績では、医科医療機関の 87.4％、歯科医療機関では 87.5％で、

患者数が前年同月より減少しています。「減った」との回答のうちでは、およそ３割の医療

機関で昨年４月比で 30％以上減少しています。 

 

「保険診療収入」 ４分の１の医療機関で 30％以上減少 

 ４月の保険診療収入も、医科医療機関で 86.5％、歯科医療機関で 82.5％、前年同月より

減少しています。「減った」との回答うち、およそ４分の１の医療機関（医科 26.1％、歯科

23.2％）で、30％以上の減少となっています。 

 ４月分のレセプトは６月の支払となります。６月以降の医療機関の資金繰りに大きな影響

を及ぼすことが今から予測されます。 

 個別の医療機関の存続はもちろん、地域医療と国民の健康を確保する面ためにも医療機関

の減収分を補填する緊急の手当が求められます。 

 

マスク等依然として不足 ４割超で防護服「在庫なし」 

 物資については、医療用マスクは依然として不足の状況が続いています。「既に在庫なし」

も含め、「在庫１カ月以内」の医療機関が医科で６割超、歯科で５割近くとなっています。 

他の物資も不足しており、特に防護服は「在庫なし」が４割超で、特に歯科では半数の医

療機関が「在庫なし」となっています。 

医療機関が万全の感染防止策をとれるようにすることは、患者さんの不安や受診控えの解

消につながります。 

 



「損失補償」「人件費補助」の要望が４割超 

７割の医療機関が、国・自治体による支援策の創設・拡充を要望しています。特に、「損

失への補償」「人件費の補助」の要望は、それぞれ４割超となっています。 

 

「患者の症状悪化」を懸念 「閉院考える」医療機関も 

 自由記載欄には、患者さんへの影響として「受診控えによる症状悪化」を懸念する声が出

ています。また、医院経営の点からは「閉院を考える」との声も寄せられています。 

 

「第２波・第３波」に備え、医療機関の立て直しを 

 「医療崩壊」とも言われる状況の中で、感染症患者を受け入れている医療機関はもちろん、

地域で第一線医療を担っている一般病院、医科・歯科診療所でも感染拡大防止のための費用

増や患者減により、日常診療の継続が困難になっています。 

 今後、「第２波・第３波」の拡大も予想されます。 

 地域医療は病院・一般診療の連携、役割分担で営まれています。個別医療機関が立ち行か

なくなれば、その地域の医療提供体制にも影響します。 

 感染拡大に適切に対応するためにも、医療機関の立て直しが急務であり、当面、減収分の

公的補填など医療機関への緊急の助成が必要です。 

 コロナ感染症への対応のための第２次補正予算が今通常国会で審議される予定です。今回

のアンケート結果（第１次速報）から明らかになったことを踏まえ、地域医療を担う医科・

歯科医師として下記の施策の実現を強く訴えます。 

 

 

 

記 

 

 一、医科、歯科医療機関が経営破綻を起こさないよう、減収分を全額補填すること。希望

する医療機関には、前年度診療報酬支払額に基づく概算請求を認めること。 

 一、医療用マスクや消毒薬、防護服等の防護用品を国の責任で確保し、すべての医療機関

に早急に供給すること。 

 

以上 

 

  

  

  

 



新型コロナウイルス感染拡大の影響に関する緊急アンケート 

第１次集計速報 

 

全国保険医団体連合会 

経営税務部 

概要 

調査期間      ４月 30 日～５月 14 日 
集計サンプル数   3684 件 
（5/24 現在）     医科  2020 件 

                病院    204 
                診療所  1816（無床診 1698 有床診 118） 
            歯科  1664 件 
 ※なお、集計サンプル数は都道府県ごとのばらつきがある 
 
 

外来患者数 …およそ３割の医療機関で昨年４月比 30％以上減少 

  
  医科（対前年４月比）         歯科（対前年４月比） 

変化なし  6.7％           変化なし  9.3％ 
 増えた   1.4％           増えた   1.7％ 
 減った   87.4%                      減った  87.5％ 

     無回答   4.4％           無回答   1.4% 
             【資料①】              【資料⑦】 
 
    減った割合              減った割合 
     ～30％  64.8％           ～30％  66.8％ 
     ～50％  21.3％           ～50％  19.8％ 
     ～70％   6.3％           ～70％   3.8％ 
     70％～   1.7%                     70％～   2.8％ 
     無回答     5.9％           無回答   6.8％ 
               【資料②】               【資料⑧】 
【医科】 

〇病院では対前年同月比で患者が「減った」が 87.7％【資料③】。減少幅は 20.1％の病院で、30%
以上減【資料④】。 

  〇医科診療所では「減った」が 87.7％【資料③】。そのうち、「30％以上減」との回答が、25.7％
（無床診療所では 31.1％）【資料④】。診療科別では、小児科、整形外科、眼科、耳鼻咽喉科で

は 90%超が「減った」と回答【資料⑤】。「30％以上減少」との回答は、小児科で 74.7％、耳鼻

咽喉科で 81.8％と特に顕著【資料⑥】。 
 



【歯科】 
〇歯科では 87.5％が「減った」と回答【資料⑦】。減少幅 30%以上の歯科医療機関は 26.4％【資 
料⑧】。 

 
 

保険診療収入 …「減った」８割以上 うち４分の１の医療機関で 30％以上減少 

 
 医科（対前年４月比）          歯科（対前年４月比） 

変化なし  7.1％            変化なし 12.3％ 
  増えた   1.6％            増えた   2.8％ 

     減った   86.5%                       減った  82.5％ 
       無回答   4.8％            無回答   2.4% 
            【資料⑨】               【資料⑮】 
    減った割合                減った割合 
      ～30％  64.4％             ～30％  65.7％ 
      ～50％  19.5％             ～50％  17.0％ 
      ～70％   5.4％             ～70％   4.1％ 
      70％～   1.2%                       70％～   2.1％ 
      無回答     9.4%                         無回答   11.1％ 
             【資料⑩】                【資料⑯】 
 
【医科】 
   〇病院では保険診療収入が、対前年同月比で「減った」が 81.9％【資料⑪】。そのうち 12.6％の

病院で減少幅 30%以上【資料⑫】。 
  〇医科診療所では「減った」が 86.8％【資料⑪】。そのうち、23.0％（無床診療所では 28.4％）

で、30％以上減となっている【資料⑫】。 
診療科別では、小児科、外科、整形外科、眼科、耳鼻咽喉科では 90%超が「減った」と回答【資

料⑬】。30％以上減少との回答は、小児科で 68.4％、耳鼻咽喉科で 77.5％と特に顕著【資料⑭】。 
【歯科】 

〇歯科では保険診療について、82.5％が「減った」と回答【資料⑮】。そのうち減少幅 30%以上

の歯科医療機関は 23.2％【資料⑯】 
 
※このほか、歯科では下記の通り 
「予約の延期やキャンセル」 
〔増減〕   変化なし 8.2％   増えた 78.6％   減った 11.4%    無回答 1.8％ 
〔増えた割合〕～30％＝67.7％ ～50％＝14.9％ ～70％＝3.2％ 70％～＝2.1％ ＮＡ＝1.8％ 
「訪問診療件数」（訪問診療を実施している歯科医療機関中） 
〔増減〕   変化なし 27.8％   増えた 1.4%       減った 62.8％       無回答  8.1％ 
〔減った割合〕～30％＝27.8％ ～50％＝12.0％ ～70％＝8.5％ 70％～＝29.8％ ＮＡ＝13.9％    
 
 



物資 マスク等依然不足 防護服「在庫なし」医科４割、歯科５割 

①医療用マスク 
 ・医科 62.7％、歯科 47.8％で、在庫分は 1 月以内か既に在庫がない状況。     
②消毒剤 
 ・手指消毒剤については、医科 72.1％、歯科 58.4％で、在庫分は１月以内か既に在庫がない。 
 ・なお、歯科では機材消毒剤について、47.4％が同様の状況。 
  ※「充足」49.5％、「在庫 1 カ月以内」36.0％、「在庫半月以内」8.2％、「在庫 1 週間以内」1.9％、

「既に在庫なし」1.3％、「無回答」3.2％ 
③医療用グローブ   
 ・医科 55.4％、歯科 45.1％で、在庫 1 月以内か既に在庫がない状況。 
④防護服 
 ・医科 78.8％、歯科 70.3％で、在庫 1 月以内か既に在庫がない状況。 
  「既に在庫がない」との回答は、医科 43.7％、歯科 49.1％ 
 
 

 充足 在庫 1 月以内 在庫半月以内 在庫 1 週間以内 既に在庫なし 無回答 
医療用マスク（医） 35.4％ 47.9％ 10.2％ 2.4％ 2.2％ 1.9％ 
医療用マスク（歯） 49.8％ 38.0％ 7.6％ 1.7％ 0.5％ 2.3％ 
手指消毒剤（医） 25.9％ 49.5％ 14.8％ 4.0％ 3.8％ 2.0％ 
手指消毒剤（歯） 39.4％ 42.5％ 10.3％ 2.1％ 3.5％ 2.2％ 
グローブ（医） 38.8％ 39.3％ 10.5％ 2.4％ 3.2% 5.8％ 
グローブ（歯） 51.9％ 35.0％ 8.2％ 1.4％ 0.5％ 2.9％ 
防護服（医） 8.2％ 16.3％ 7.6％ 11.2％ 43.7％ 13.0％ 
防護服（歯） 12.1％ 11.5％ 4.6％ 5.1％ 49.1％ 17.5％ 

 
 

国や自治体への要望 「損失の補償」「人件費の補助」を要望４割超 

 

（複数回答）                           

損失への補償（給付金）   46.6％（医科 37.4％ 歯科 50.5％）         
  人件費への補助       40.8％（医科 32.9％ 歯科 45.4％）          
  家賃等への補助       23.9％（医科 16.4％ 歯科 20.2％）           
  資金繰りの補助       25.4％（医科 17.2％ 歯科 29.3％）           
  納税等の猶予措置      26.5％（医科 22.4％ 歯科 26.9％）           
  その他            4.0％ （医科 7.3%  歯科 3.6%）                     
  無回答           26.7％（医科 34.1％ 歯科 21.7％）        
 
 
 

 



自由記載欄に寄せられた声 

 
▽コロナによる患者さんの受診控え 症状悪化の例も 
・「コロナ感染がこわいので薬だけにしてほしい」という患者さんが増えた（医師） 
・必要な検査をしたいが断られる。薬をふだんより多く出すよう求められる。受診間隔が長くなる

（医師） 
・治療が必要な患者さんも来ない（医師） 
・ＧＷ中、休日当番医でしたが、コロナによる受診控えから炎症の急性発作を起こす症例が多かっ

た（歯科医師） 
・「歯科医院はコロナがこわいのでキャンセル」と言われた（歯科医師） 
・電車利用で来院する患者が、電車が怖いと言って来院しない。新患の方がほぼ来られなくなって

います（医師） 
・なるべく外来に来たくないので、という方が多くみられます。少しくらいなら我慢しているとい

う感じの方が多くなっているような気がします（医師） 
・「近くでコロナが出て、次の週は 50％以上キャンセル。町外の患者さんはその後 100％キャンセ

ル」（歯科医師） 
・口腔ケア不良によると思われる体調不良の続出（歯科医師） 
・長期処方を希望される方が増えた。病状が不安定な方が長期処方を希望されると…説明に困りま

す（医師） 
 
▽医院経営が苦しい、「閉院を考える」との声も 
・現在は昨年比 20％マイナスで何とかやっていますが、今後赤字が続くことが長期化すると人件費

も重くのしかかってくると思い、不安になります（医師） 
・現在の状況がいつまで続くのか、先が見えず不安です。クラスター発生源になりたくない。後継者

がいないため閉院したほうが楽ではないかと考えることもあります（医師） 
・万が一医院内で新型コロナ感染者が発生した場合、休業を余儀なくされたときの補償（所得保障、

雇用に関する保障）があれば助かります（医師） 
・この状態が続くようであれば廃業も検討せざるを得ない。 
・経営が苦しくなった。閉院も考えている（医師） 
・私（院長）が 70 歳を超えて老齢であり、感染の恐怖もありますが、医師としての使命ととの板ば

さみになります。受診される患者さんはお断りできません。不十分ながらＰＰＥ、ドライブスルー

をしています（医師） 
・休診や診療時間の縮小に対する保障がなく、その後の再開についても明確な基準がないため診療

を続けざるを得ない。スタッフを守るため休診も考えたが、テナントのため固定費の支払いもあ

り難しい（歯科医師） 
・コロナ対策として器具、機材購入をしており、また、マスク、エプロン、アルコール等も高騰して

いる。そのための給付金があれば助かる（医師医師） 
・ただでさえスタッフ不足の上、求人がますます難しくなっています。今は現状の中で踏ん張るし

かない状態です（歯科医師） 
 
▽衛生材料の不足 
・マスク、手指消毒剤が不足し、補充の見通しが立たない（医師） 



・サージカルマスクのため、ラミネートシートを作ってフェイスガードとしている。100 均サンバイ

ザーとラミネートでフェイスシールド作製、ゴミ袋で長袖ガウン、エプロンを作って使用中、キャ

ップの代わりにシャワーキャップ使用（歯科医師） 
 
▽ＰＣＲ検査の現状や要望 
・医師からの要請であるならＰＣＲ行ってほしい（医師） 
・「3 日位の 38℃～39℃の発熱。職業はホテルのフロント」→保健所に本人が電話したが、「近医に

受診してください」とのことであった。熱が 4 日ではなく 3 日であったためのようだ。無防備な

診療所をいじめないでほしい（医師） 
・早急にＰＣＲ検査専門にやる、ドライブスルー型の発熱外来を設置する方向でやっていただきた

いと思います。もちろん協力するつもりです（医師） 
・ＰＣＲは雲の上の検査。診療所では関わることができない（医師） 
・小児科で熱・咳が見られないのはキツイ。ウイルス感染は抗体・抗原検査ができないと敵がわから

ない。疑診者すべてに検査ができる体制を（医師） 
・発熱、倦怠があってもなかなかＰＣＲが受けられないという患者が多く、いまだに変わっていな

い（医師） 
・保健所の敷居が高すぎる。医師がＰＣＲ要請してもしてくれない！！（医師） 
 
▽風評被害 
・私が歯医者と知りながら、コンビニの店員から「この時期歯医者に行くのはリスク以外のなにも

のでもない」と大声で言われた。スタッフが友人から「歯医者って一番感染リスクが高いんでし

ょ、大変だね」と嫌味を言われた（歯科医師） 
・新型コロナウイルスの県内 1 例が当院で出たという事実と違う情報が流れて、患者さんの受診控

えにつながったようだ（医師） 
・当院で新型コロナが出たため、行かないほうが良いとの風評被害があった（市内全域に拡散して

いた）（医師） 
・歯科治療を受けると感染するみたいな誤ったうわさでアポイントメントが減少している（歯科医

師） 
・当院の患者がＰＣＲ検査を受けたとのデマが流れ、受診抑制につながった（医師） 
・テレビで歯科治療の危険性を放送した様で、患者よりＴＥＬあり、当院が通常通りしていること

について非難された。テレビ放送については、当院では確認できていません（歯科医師）。 
 

以上 
 
 
今後の発表予定 

   ５月２５日（月） 第 1 次集計「速報」について記者会見（厚労省記者会） 
            →本速報を補正の上発表 
   ６月 ４日（木） 第 1 次集計「確報」をもとにマスコミ懇談会 
            →5/14 締め切り分の集計を発表 

【衆議院第２議員会会館 13 時～（予定）】 
 ６月中旬     最終結果の発表    
          →5/22 締め切り分の集計を発表 



会員各位 

○○県保険医協会 

医科「新型コロナウイルス感染拡大の影響に関する緊急アンケート」ご協力のお願い 

日夜、地域医療へのご尽力に敬意を表します。 

今般の新型コロナウイルス感染の拡大は長期化が予測され、今後はより多くの一般医療機関の日常診療への影響が懸念

されています。各医療機関におかれましては、先生ご自身はもちろん、スタッフ等の罹患とその対応に不安をお感じのこと

と存じます。保険医協会及び全国保険医団体連合会では、会員医療機関の実情を把握して諸課題を発信し、医療行政等に反

映させるべくアンケート調査を実施することとしています。 

つきましては、ご多忙な折大変恐れ入りますが、下記要領に沿ってアンケートにご協力をお願いいたします。 

アンケート回答要領 

＊下記アンケートの□内にチェック、または、下線部もしくは囲み内にご記入の上、５月○日までに下記宛先にＦ

ＡＸにてご返信ください。 

返信ＦＡＸ宛先   ＊＊＊―＊＊＊―＊＊＊＊ 

＊アンケート用紙は２枚あります。 

＊ご回答内容は、調査の目的以外には使用いたしません。 

＊本アンケートに関するお問い合わせは、＊＊＊－＊＊＊―＊＊＊＊（担当：○○）まで 

                                                    

医科新型コロナウイルス感染拡大の影響に関する緊急アンケート 
記入日  月  日 

１．基本事項 

①先生の年齢  □20 代～30 代  □40 代  □50 代  □60 代  □70 代～ 
②医療機関の所在地（都道府県）             
③医療機関形態 □病院（病床数：   床）【→④⑥へ】 □無床診療所【→⑤⑥へ】 □有床診療所【→⑤⑥へ】 
④－１病院の主な病床機能（１つ） □急性期  □回復期  □療養  □その他 
 －２病院の主な診療科（１つ） □総合病院 □内科系 □外科系 □脳神経外科 □整形外科 □産婦人科 □その他 
⑤診療所の主な標榜科（１つ）  □内科 □精神科 □小児科 □外科 □整形外科 □皮膚科 □泌尿器科 
                  □眼科 □耳鼻咽喉科 □その他（          ） 
⑥病院・診療所の土地・建物   □自己所有（法人所有含む） □賃貸（一戸建て） □賃貸（テナント）   

 
２．診療状況（今年４月と前年４月との比較） 

①外来患者数  □変化なし □増えた □減った（増減の程度＝□～30％ □～50％ □～70％ □70％以上） 
②患者からの予約の延期やキャンセルの依頼件数 
        □変化なし □増えた □減った（増減の程度＝□～30％ □～50％ □～70％ □70％以上） 
③電話再診件数 □変化なし □増えた □減った（増減の程度＝□～30％、□～50％ □～70％ □70％以上） 
④保険診療収入 □変化なし □増えた □減った（増減の程度＝□～30％、□～50％ □～70％ □70％以上） 
⑤在宅・訪問診療件数        

□変化なし □増えた □減った（増減の程度＝□～30％ □～50％ □～70％ □70％以上） 
⑥患者さんの受診手控え、訪問診療先から断られる等、お気づきの点、お困りの点がありましたらご記入ください。 
 
 
 
 

３．診療の状況に関して 

①休診等の対応について 

 □通常通り診療している  □診療日数・時間を減らしている  □休診している（期間：         ） 

 □休診を予定している   □閉院を検討                             

②休診等を決めた理由をお聞かせください（※複数回答可） 

 □患者さんが減った    □緊急事態宣言が出されたから   □感染を防ぐため 

 □（患者さんやスタッフから）感染者が出た    □スタッフを確保できない  

                                                                                               ２枚目もご記入ください 



４．医療機関スタッフの対応、勤務・出勤等の対応について（※複数回答可） 

 □特に変更なし   □スタッフの勤務調整（勤務時間短縮、出勤日の調整など）を行った 

 □スタッフの勤務日数を減らしてもらった  □出勤できない職員がいる（理由：             ） 

□やむを得ず解雇した 

 

５．医療機関スタッフの勤務時間や日数を減らした場合の給与支払について 

 □全額支給している  □一部支給している（   ％支払い）   □無給としている □未定、今後検討 

 

６．発熱患者への対応（※複数回答可） 

□来院自粛をお願いしている □特別な発熱外来を設置   □動線を分離  □別室で診療 
□診療時間を変更      □院外で対応（車中・インターホン・電話など） 

□その他                                                                        
  

７．医薬品や衛生用品等の現時点での確保状況（発注中で未着のものは含まない） 

①医療用マスク     □充足 □在庫 1 カ月以内 □在庫半月以内 □在庫 1 週間以内 □既に在庫なし   
②手指消毒剤      □充足 □在庫 1 カ月以内 □在庫半月以内 □在庫 1 週間以内 □既に在庫なし 
③機材消毒剤     □充足 □在庫 1 カ月以内 □在庫半月以内 □在庫 1 週間以内 □既に在庫なし 
④グローブ      □充足 □在庫 1 カ月以内 □在庫半月以内 □在庫 1 週間以内 □既に在庫なし 
⑤防護服       □充足 □在庫 1 カ月以内 □在庫半月以内 □在庫 1 週間以内 □既に在庫なし 
⑥ゴーグル      □充足 □在庫 1 カ月以内 □在庫半月以内 □在庫 1 週間以内 □既に在庫なし 
⑦フェイスシールド  □充足 □在庫 1 カ月以内 □在庫半月以内 □在庫 1 週間以内 □既に在庫なし 
⑧生理食塩水、精製水 □充足 □在庫 1 カ月以内 □在庫半月以内 □在庫 1 週間以内 □既に在庫なし 
⑨その他不足しているもの                                  
 

８．ＰＣＲ検査について 

①PCR 検査を依頼したことが  □ない   □ある（    件）【→②③へ】 
②PCR 検査の必要性を指摘したにも関わらず、保健所・指定病院等から検査を拒否された事例はありましたか  
□ない   □ある（     件） 

③PCR 検査について患者からの要望や、お気づきの点、お困りの点がありましたらご記入ください 
 
 
 

９．新型コロナウイルスに関連して、いわゆる「風評被害」はありましたか 

 □ない     □ある（→  に具体例をご記入下さい） 
 
 
 

 

10．国・自治体等の助成金や融資について 

①申請する予定はありますか 

 □申請した  □申請を検討している  □申請したいができない  □予定していない 

②国・自治体等に創設・拡充を希望する支援策（※複数回答可） 

□損失への補償（給付金） □人件費への補助 □家賃等の補助 □資金繰りの補助（特別融資など）    

□納税等の猶予措置  □その他（                               ）、 

 

11．コロナ感染拡大に伴う診療対応や感染防止対策、医院経営、スタッフの雇用などでの不安やお困りごと、その他、

行政への要請、保険医協会・医会、保団連へのご要望等がありましたらご記入ください 

 
 
 
 

ご協力ありがとうございました        返信ＦＡＸ宛先   ＊＊＊―＊＊＊―＊＊＊＊ 



会員各位                        

○○県保険医協会 

歯科「新型コロナウイルス感染拡大の影響に関する緊急アンケート」 

ご協力のお願い 
日夜、地域医療へのご尽力に敬意を表します。 

今般の新型コロナウイルス感染の拡大は長期化が予測され、今後はより多くの一般医療機関の日常診療への

影響が懸念されています。各歯科医療機関におかれましては、先生ご自身はもちろん、スタッフ等の罹患とそ

の対応に不安をお感じのことと存じます。保険医協会及び全国保険医団体連合会では、会員医療機関の実情を

把握し、歯科医療機関が抱える諸課題を発信し、医療行政等に反映させるべくアンケート調査を実施すること

としています。つきましては、ご多忙な折大変恐れ入りますが、下記要領に沿ってアンケートにご協力をお願

いいたします。 

 

アンケート回答要領 

＊下記アンケートの□内にチェック、または、下線部もしくは囲み内にご記入の上、５月○日までに下記宛先

にＦＡＸにてご返信ください。 

返信ＦＡＸ宛先   ＊＊＊―＊＊＊―＊＊＊＊ 

＊アンケート用紙は２枚あります。 

＊ご回答内容は、調査の目的以外には使用いたしません。 

＊本アンケートに関するお問い合わせは、＊＊＊－＊＊＊―＊＊＊＊（担当：○○）まで 

                                                    

歯科新型コロナウイルス感染拡大の影響に関する緊急アンケート 
記入日  月  日 

１．基本事項 

①先生の年齢  □20～30 代  □40 代  □50 代  □60 代  □70 代～ 
②歯科医療機関の所在地（都道府県）             
③歯科診療所の土地・建物 □自己所有  □賃貸（一戸建て）  □賃貸（テナント） 
④診療形態について □外来のみ □訪問診療を行っている（全診療における訪問診療の割合       （％）） 
⑤標榜している診療科（該当するものはすべてチェックをお願いします） 
□歯科  □口腔外科  □小児歯科  □矯正歯科 

 

２．診療状況（今年４月と前年４月との比較） 

①外来患者数  □変化なし □増えた □減った （増減の程度＝□～30％ □～50％ □～70％ □70％以上） 
②患者からの予約の延期やキャンセルの依頼件数 
       □変化なし □増えた □減った （増減の程度＝□～30％ □～50％ □～70％ □70％以上） 

③電話再診件数         
□変化なし □増えた □減った （増減の程度＝□～30％、□～50％ □～70％ □70％以上） 

④保険診療収入          
□変化なし □増えた □減った （増減の程度＝□～30％、□～50％ □～70％ □70％以上） 

⑤訪問診療件数       
□変化なし □増えた □減った （増減の程度＝□～30％ □～50％ □～70％ □70％以上） 

⑥患者さんの受診手控え、訪問診療先から断られる、診療できないことによる患者さんの口腔状況等悪化等、

お気づきの点、お困りの点がありましたらご記入ください 
 

 
 

 
 

２枚目もご記入ください  



３．診療の状況に関して 

①休診等への対応について 

□通常通り診療している □診療日数・時間を減らしている □休診している（期間：         ）  
□休診を予定している  □閉院を検討                         

②休診等を決めた理由をお聞かせください（※複数回答可）   
 □患者さんが減った  □緊急事態宣言が出されたから  □感染を防ぐため 
□（患者やスタッフから）感染者が出た  □スタッフが確保できない  

 

４．医療機関スタッフの勤務・出勤等の対応について（※複数回答可） 

 □特に変更なし   □スタッフの勤務調整（勤務時間短縮、出勤日の調整など）を行った   
□スタッフの出勤日数を減らしてもらった  □出勤できない職員がいる（理由：           ） 
□やむを得ず解雇した 
                 

５．医療機関のスタッフの勤務時間や日数を減らした場合の給与支給について 
□全額支給している □一部支給している（   ％支払い） □無給としている □未定、今後検討 
 

６．医薬品や衛生用品、防護用品等の現時点での確保状況（発注中で未着のものは含まない） 

①医療用マスク    □充足 □在庫１カ月以内 □在庫半月以内 □在庫 1 週間以内 □既に在庫なし 
②手指消毒剤     □充足 □在庫１カ月以内 □在庫半月以内 □在庫 1 週間以内 □既に在庫なし 
③機材消毒剤     □充足 □在庫１カ月以内 □在庫半月以内 □在庫 1 週間以内 □既に在庫なし 
④グローブ      □充足 □在庫１カ月以内 □在庫半月以内 □在庫 1 週間以内 □既に在庫なし 
⑤防護服       □充足 □在庫１カ月以内 □在庫半月以内 □在庫 1 週間以内 □既に在庫なし 
⑥ゴーグル      □充足 □在庫１カ月以内 □在庫半月以内 □在庫 1 週間以内 □既に在庫なし 
⑦フェイスシールド  □充足 □在庫１カ月以内 □在庫半月以内 □在庫 1 週間以内 □既に在庫なし 
⑧生理食塩水、精製水 □充足 □在庫１カ月以内 □在庫半月以内 □在庫 1 週間以内 □既に在庫なし 
⑨その他不足しているもの                                  
 

７．風評被害について 

 新型コロナウイルスに関連して、いわゆる「風評被害」はありましたか 
  □ない     □ある（→  に具体例をご記入ください） 
 
 
 
 
 
８．国・自治体等の助成金や融資について 

①申請する予定はありますか 

 □申請した  □申請を検討している  □申請したいができない  □予定していない 

②国・自治体等に創設・拡充を希望する支援策（※複数回答可） 

□損失への補償（給付金） □人件費への補助 □家賃等の補助 □資金繰りの補助（特別融資など）    

□納税等の猶予措置  □その他（                               ）、 

 

９．コロナ感染拡大に伴う診療対応や感染防止対策、医院経営、スタッフの雇用などで不安やお困りごと、そ

の他、行政への要請、保険医協会・医会、保団連への要望等ありましたらご記入ください。 

 
 
 
 

 
 
 

ご協力ありがとうござました。   返信ＦＡＸあて先  ＊＊＊－＊＊＊－＊＊＊＊ 



内閣総理大臣 安倍 晋三 様 

財  務大臣 麻生 太郎 様 

厚生労働大臣 加藤 勝信 様 

 

国民の命と健康を守るため、 

医科・歯科医療供給体制の継続的確保対策を求める緊急要請 

 

２０２０年５月１日 

全国保険医団体連合会 

会長 住江 憲勇 

 

新型コロナウイルス感染症対策に対するご尽力に敬意を表します。 

しかし、新型コロナウイルス感染症患者の入院治療を担う病院では、人的、物的、経済

的に大きな負担を強いられ、「医療崩壊」の危機が差し迫っています。 

また、一般病院や医科・歯科診療所においても、新型コロナウイルス感染症拡大阻止に

向けた対策の強化を行いながら、日常診療に取り組んでいますが、マスクや消毒液をはじ

めとした感染防御具・衛生材料等の不足で、対応は困難を極めています。 

こうした状況に加えて、受診患者が大幅に減少するとともに健診などは中止せざるをえ

ず、医業収入は大幅に減収となっており、医療機関の経営に重大で深刻な影響が出ていま

す。このままでは廃業を余儀なくされる医科・歯科医療機関が出てきます。 

医科・歯科医療機関は、国民の命と健康を守る重要な社会資源です。 

直ちに下記事項の実現を図られるよう、強く要望いたします。 

 

記 

 

（医科・歯科医療機関の経営破綻阻止に向けた緊急対策） 

一.医科・歯科医療機関が経営破綻を起こさないよう、減収分を全額補填すること。希望

する医療機関には、前年度の診療報酬支払額に基づく概算請求等を認めること。 

一.新規開設医療機関については、赤字分を補填する特例助成を行うこと。 

一.医療機関を受診した患者が、新型コロナウイルス感染者であることが判明し、診療を

休止又は縮小せざるを得なくなった場合の損失を補填すること。 

一.従業員に支払った休業手当の助成率を、一律 10/10 とすること。 

一.福祉医療機構の医療貸付事業や日本政策金融公庫貸付などを拡充し、使途の制限を設

けず、無利子かつ１０年以上の返済猶予期間を設定した特例貸付を行うこと。手続き

を迅速化すること。 

一. 家賃について、日本政策金融公庫が家賃を肩代わりし、支払いを猶予すること。借入

金の返済猶予措置をとること。 

 

（一般診療継続のための緊急対策） 

一.公費負担により、医科・歯科医療機関のすべての職員について、新型コロナウイルス



検査を、定期的に実施できるようにすること。 

一.公費負担により、すべての入院患者について、ＰＣＲ検査の実施と検査結果が判明す

るまでの個室処遇が実施できるようにすること。 

一.新型コロナウイルス感染症拡大によって施設基準や研修要件が満たせない事態が発生

していることから、すべての施設基準及び研修要件について、別に厚生労働大臣が定

めるまでの間は、要件を満たしているものとして取り扱うこと。 

一.医療用マスク、消毒液、ディスポーザブルのガウン、ゴーグルやフェイスシールド、

手袋などの確保を国・自治体として行うこと。 

 

（患者の医療確保） 

一.低所得者及び収入が減少した世帯の医療保険の保険料・患者負担の徴収を直ちに猶予

し、一定所得以下については免除すること。 

一.通常の国保証をすべての加入者に届け、国保資格証明書の交付を止めること。 

一.無保険者をなくすこと。当面無保険者であっても新型コロナウイルス検査や通常の医療

が受けられるようにし、受療案内を徹底すること。 

 

（新型コロナウイルス感染症患者対策） 

一.新型コロナウイルス検査の抜本的な改善を行うこと。 

① ＰＣＲ検査実施可能件数の抜本的な拡大を図るとともに、医師の判断のもと迅速に

実施できるようにすること。 

② 発熱外来設置やＰＣＲ検査センター運営費用の全額を国が負担すること。また検体

採取に必要な感染防御具・衛生材料等の確保を国・自治体として行うこと。 

③ 新型コロナウイルス抗原検査・抗体検査についても早急に保険導入・公費負担対象

とし、精度向上を図ること。 

一.新型コロナウイルス感染症患者の入院治療を担う病院への十分な手当てを行うこと。 

 ① 人員配置及び設備配置に見合って、診療報酬の更なる引き上げを行うこと。 

 ② 新型コロナウイルス感染症患者の治療・看護に必要な感染防御具・衛生材料等の確

保を国・自治体として行うこと。 

③ 空床確保に対する補填を行うこと。 

一.治療薬・ワクチン開発を国として責任をもってすすめること。 

 

（感染症対策の抜本的強化） 

一.病院の再編・統合計画、地域医療構想に基づく急性期病床を中心とする病床削減は直ち

に中止すること。地域医療構想を前提とした医師・看護師需給計画を抜本的に見直すこ

と。 

一.保健所数の拡大、機能の強化を行うこと。 

一.日本においてもＣＤＣを創設し、感染症に対応できる仕組みを構築すること。 

 

以上 































資料 

～30％
64.8%

～50％
21.3%

～70％
6.3%

70％以上
1.7%

無回答
5.9%

②医科 外来患者数 「減った」割合
変化なし

6.7%

増えた
1.4%

減った
87.4%

無回答
4.4%

①医科 外来患者数（対前年４月比）

6.7

8.3

6.7

5.1

1.4

2.0

1.4

0.8

87.4

87.7

87.3

88.1

4.4

2.0

4.6

5.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

病院

無床診療所

有床診療所

③医科 外来患者数×医療機関の形態

変化なし 増えた 減った 無回答

64.8

72.1

63.6

69.2

21.3

17.3

22.1

17.3

6.3

1.7

7.2

1.0

1.7

1.1

1.8

1.9

5.9

7.8

5.3

10.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

病院

無床診療所

有床診療所

④医科 外来患者数×医療機関の形態 ※「減った」割合

～30％ ～50％ ～70％ 70％以上 無回答



 

6.7

7.0

20.8

1.6

8.1

1.5

15.1

12.5

0.0

0.0

8.1

6.7

1.4

1.4

6.3

0.0

0.0

0.7

2.7

0.0

0.0

0.0

1.6

1.7

87.4

88.7

72.9

90.2

86.5

91.2

80.8

85.0

97.6

91.2

86.2

83.7

4.4

2.9

0.0

8.1

5.4

6.6

1.4

2.5

2.4

8.8

4.1

8.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

内科

精神科

小児科

外科

整形外科

皮膚科

泌尿器科

眼科

耳鼻咽喉科

その他

無回答

⑤医科 外来患者×診療所の主な標榜科

変化なし 増えた 減った 無回答

64.8

70.2

80.0

21.6

84.4

70.2

81.4

79.4

59.0

16.1

69.8

68.9

21.3

18.1

2.9

46.8

12.5

19.4

10.2

11.8

24.1

58.1

16.0

19.5

6.3

4.2

4.3

21.6

0.0

3.2

5.1

0.0

7.2

21.5

5.7

4.4

1.7

1.4

2.9

6.3

0.0

1.6

0.0

0.0

2.4

2.2

1.9

0.8

5.9

6.1

10.0

3.6

3.1

5.6

3.4

8.8

7.2

2.2

6.6

6.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

内科

精神科

小児科

外科

整形外科

皮膚科

泌尿器科

眼科

耳鼻咽喉科

その他

無回答

⑥外来患者×診療所の主な標榜科 ※減った割合

～30％ ～50％ ～70％ 70％以上 無回答



 
 
 

 
 

 

変化なし
7.1%

増えた
1.6%

減った
86.5%

無回答
4.8%

⑨医科 保険診療収入

～30％
64.4%

～50％
19.5%

～70％
5.4%

70％以上
1.2%

無回答
9.4%

⑩医科 保険診療収入 「減った」割合

～30％
66.8%

～50％
19.8%

～70％
3.8%

70％以上
2.8%

無回答
6.8%

⑧歯科 外来患者数 「減った」割合

変化なし
9.3%

増えた
1.7%

減った
87.5%

無回答
1.4%

⑦歯科 外来患者数（対前年４月比）

7.1

12.3

6.5

6.8

1.6

2.0

1.6

0.8

86.5

81.9

87.1

86.4

4.8

3.9

4.8

5.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

病院

無床診療所

有床診療所

⑪保険診療×医療機関の形態

変化なし 増えた 減った 無回答



 

 
 

64.4

76.6

63.1

63.7

19.5

11.4

20.6

17.6

5.4

0.6

6.4

0.0

1.2

0.6

1.4

0.0

9.4

10.8

8.7

18.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

病院

無床診療所

有床診療所

⑫保険診療×医療機関の形態 ※減った割合

～30％ ～50％ ～70％ 70％以上 無回答

7.1

7.1

17.7

1.6

2.7

1.5

12.3

12.5

2.4

1.0

8.9

9.7

1.6

1.8

4.2

0.8

0.0

1.5

1.4

0.0

0.0

2.0

0.8

1.7

86.5

87.1

77.1

92.7

91.9

92.6

82.2

85.0

95.3

91.2

86.2

79.3

4.8

4.1

1.0

4.9

5.4

4.4

4.1

2.5

2.4

5.9

4.1

9.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

内科

精神科

小児科

外科

整形外科

皮膚科

泌尿器科

眼科

耳鼻咽喉科

その他

無回答

⑬保険診療×診療所の主な標榜科

変化なし 増えた 減った 無回答



 

 
 
 

変化なし
12.3% 増えた

2.8%

減った
82.5%

無回答
2.4%

⑮歯科 保険診療収入

64.4

70.6

77.0

25.4

88.2

68.3

70.0

85.3

55.6

15.1

66.0

70.6

19.5

15.6

9.5

47.4

2.9

18.3

11.7

11.8

29.6

53.8

14.2

13.9

5.4

3.4

2.7

17.5

0.0

2.4

3.3

0.0

4.9

22.6

8.5

2.9

1.2

1.0

1.4

3.5

0.0

1.6

1.7

0.0

2.5

1.1

0.9

0.4

9.4

9.4

9.5

6.1

8.8

9.5

13.3

2.9

7.4

7.5

10.4

12.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

内科

精神科

小児科

外科

整形外科

皮膚科

泌尿器科

眼科

耳鼻咽喉科

その他

無回答

⑭保険診療×診療所の主な標榜科 ※減った割合

～30％ ～50％ ～70％ 70％以上 無回答

～30％
65.7%

～50％
17.0%

～70％
4.1%

70％以上
2.1%

無回答
11.1%

⑯歯科 保険診療収入「減った」割合
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